
 
「小電力の無線システムの高度化に必要な技術的条件」のうち

「デジタルコードレス電話の新方式の技術的条件」について 
 
１ 背景 

 コードレス電話は、家庭や事業所（オフィス）内において使用する電話として、

1987 年（昭和 62 年）にアナログコードレス電話（250/380MHz 帯）が制度化され、

また、1993 年（平成５年）には、周波数利用効率等の優れるデジタルコードレス電

話（1.9GHz 帯）が制度化され広く利用されているが、高速データ通信等への対応の

ための機能の高度化は困難である。 

 このため、キャリアセンス等により現行方式と共存することによって周波数の有

効利用を図りつつ、高速データ通信等の高度化への対応等、新たなアプリケーショ

ンを利用可能とする新方式のデジタルコードレス電話の実現が望まれている。 

 このような背景を踏まえ、デジタルコードレス電話の新方式の技術的条件につい

て審議を開始するものである。 

 

２ 審議体制 

小電力の無線システムに必要な技術的条件を担当する既設の「小電力無線システム

委員会」（主査：森川 博之 東京大学教授）において審議を行う。 

 

３ 審議内容 

「小電力の無線システムの高度化に必要な技術的条件」のうち「デジタルコードレ

ス電話の新方式の技術的条件」 

 

４ 答申を希望する時期 

平成２２年４月頃 

 

５ 答申が得られたときの行政上の措置 

関係省令等の改正に資する。 
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